
ー 傾斜軸IRWは前後支持機構として前後軸ダンパを使用すること
で走行安定性を向上できる．

ー 傾斜軸IRWは同じ減衰係数の前後軸ダンパを使用した場合，
逆踏面IRWと同程度の曲線通過性能を有する．

理論検討、スケールモデルを用いた試験、及びシミュレーション検討
により，以下の知見を得られた．

傾斜軸IRWは鉄道車両の曲線通過性能と走行安定性の
両立ができる可能性を有する構造といえる．

まとめ

都市を走行する鉄道車両の超急曲線の通過性能と走行安定性の更な
る向上のため、EEF構造の思想を受け継いだ逆勾配独立回転輪軸の
改良を行い、傾斜軸IRWを提案した．
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傾斜軸＆逆勾配踏面を用いた独立回転車輪台車
New Concept Bogie with Independently Rotating Wheels


